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地域英語教材 “15 Stories of Saitama-
ken”（Ver.2）の開発と活用

代表者：埼玉県／鶴ヶ島市立西中学校　校長　吉田敏明

第18回　研究助成　B. 実践部門・報告Ⅴ
英語能力向上をめざす教育実践

本研究は３部構成で，平成14年度に開発

した中学生向けの CD-ROM 版地域英語

教材 “15 Stories of Iruma-chiku”（入間地区の15の

物語）を第１部として仮説と検証の結果を述べる。

次に，第２部は，題材を入間地区の範囲から埼玉県

全体に広げて平成15年度に開発した “15 Stories of

Saitama-ken”（埼玉県の15の物語）について起案，

取材，編集，校正，教材化，配布方法などについて

詳述する。そして，最後の第３部では，平成17年度

に１年間をかけて開発してきた “15 Stories of

Saitama-ken” Ver.2についてこれまでの教材と比べ

た改善点や取材方法，広報活動，生徒の反応などに

ついて報告する。

合併によって平成18年４月現在，埼玉県は71の市

町村になった。この埼玉県の中で，南西部に位置す

る入間地区には平成14年度に15の市町村が存在し

た。この15の市町村はそれぞれが誇りとする歴史，

人物，文化，伝統，芸能，自然などを有していて，

現在でもこの流れを引き継いでいる。平成14年度に，

この入間地区に在住する英語科教員12名は，この地

域の誇りとするものを英語教材化する計画を立て，

１年間かけて “15 Stories of Iruma-chiku” を開発し，

地区内の103校の公立中学校に配布した。

生徒たちの反応には私たち研究開発スタッフが予

想した以上のものがあり，地区内のある中学校では

選択英語を履習している3年生たちがこの教材に大き

な興味と関心を示してくれた。そして，デジタルカ

メラを持って地域に取材に出かけ，自分たちの手で

英文作りに取り組み，ALT に頼んで音声も録音した

CD-ROM を開発したのである。結果的に生徒たち

は，私たちの想像をはるかに超える，内容豊かな英

文を完成して校内発表会の場で見事なプレゼンテー

ションを行った。そして，地域紹介のさまざまな作

品を学校のホームページに掲載して，インターネッ

トで世界中に発信したのである。

平成15年度，私たち研究開発スタッフは生徒の活

躍の情報を聞きながら喜びの声を上げると同時に，

この教材の果たす役割の大きさを確認することがで

きた。そして，今回は埼玉県内在住の英語科教員を

中心にメンバーを16名に増員し，取材範囲を広げて

県内15市町の歴史，人物，文化，伝統，祭り，産業

など，それぞれの地域が誇りとするものを取り上げ

た英語教材 “15 Stories of Saitama-ken” を開発し，

県内の公立中学校423校に配布した。

さらに，平成17年度にはそれまで取り上げていな

かった15の地域を中心に取り上げ，数名のメンバー

の入れ替えも行った上で，やはり16人の研究開発ス

タッフで，教材のバージョンアップを図った。内容

はこれまで同様に，生徒が国際社会で自信と誇りを

持って郷土について発表し，発信する力を高める教

材として，“15 Stories of Saitama-ken” Ver.2 を発

行した。今回の内容は歴史，人物，自然，地場産業

などに限らず，題材の幅を広げて文学，スポーツな

ども取り上げ，生徒の多様なニーズに応えるように

改善した。また，生徒が開発した作品に負けないよ

うに，音声化も図り，ALT による音声も入れた作品

に仕上げて県内の公立中学校423校全校に配布した。

現代の英語教育の動向はコミュニケーションを図

概要

1 はじめに

2 研究の背景
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ろうとする態度やコミュニケーション能力の育成に

主眼が置かれ，そのためのシラバス開発や指導法の

工夫・改善，評価方法の研究など，いわゆる方法論

の研究に注目が集まっている，と言っても過言では

ない。英語教育に限らず，教育の基本は「何を，ど

う教えるか」ということであり，この並び順は教育

を考える際の優先順とも言えるものである。この観

点からすると，現代の教育論議は「何を」教えるか

という重要な部分に焦点を当てずに，「どう」教える

かという「方法」に走っていて，大切な教育内容が

二の次になっているとも言える。こうした時代にあ

って，「何を」教えるべきか，ということをしっかり

論議することから始めて，その実際の事例を掲げて，

その効果を検証していくことは時代の急務と言える。

2.1 教材開発の歴史を振り返る
戦後の教材開発の歴史を振り返ると，日本経済の

復興と大きく関連していることがわかる。戦争の痛

手により物資が不足していた頃，教員は教材，教具

の不足に耐えながら，自らの手で教材作りに取り組

んだ。生徒の喜ぶ顔，感動する顔を思い浮かべなが

ら，「何を」教えるべきかを考えてガリ版と鉄筆でプ

リントを作り，手作りの授業を行ってきた。

やがて，印刷機は手刷りから機械に変わり，効率

も上がってきた。さらに，青焼きコピー機の時代か

ら現在のコピー機へと進化し，教材が簡単に作れる

ようになった。また，教材提示についても，トラン

スペアレンシーにトナーを焼きつけて OHP で提示

することもできるようになった。視聴覚機器に関し

ては，テープレコーダーやビデオの進化が英語の授

業に与えた影響も大きい。

これに加えてワープロやパソコンの出現により，

視聴覚関係も含めて教材の保存，改変が簡単にでき

るようになった。また，インターネットの普及によ

り，イラストの取り込みなどに始まり，音声付きの

教材をダウンロードすることもできるようになった。

このように機器の利便性はますます向上し，教材開

発の可能性も大きく高まり，予算や時間があれば多

種多様な教材を作ることができるようになってきて

いる。余裕のある教員にとっては，教材業者の提供

するものに匹敵するような，独自の教材を開発する

ことも可能になってきている。

しかし，中学校の教員は多忙である。本来は家庭

が行うべき躾(しつけ)や体験学習に時間をかけたり，

思春期，反抗期に差し掛かった生徒の指導に追われ

たりして，教材研究の時間すら足りないという学校

があるのも事実である。こうした学校では自作の教

材を作るよりも，既製の副教材などを生徒に持たせ，

その題材の配列どおりに教えたり，「教科書を」その

まま教えていることも事実である。

2.2 教科書の歴史と教材作りの課題
日本経済の発展とも関連して，教科書は生徒に無

償で供給されるようになり，各教科書会社も競って

よりよい教科書を作るようになってきた。まさにし

のぎを削っている，とも言える。例えば，文法項目

の配列や語彙の選択も生徒の過重負担にならないよ

うに検討が重ねられ，易から難へという配列も定着

してきている。題材に関しても，広く世界に目を向

けて英語圏に限定せず，東南アジアやアフリカの

国々なども取り上げるようになってきている。また，

外国から来た登場人物が日本食を食べたり，日本文

化を体験するなど，自国の文化に目を向けさせる内

容が少しずつ増えてきている。さらに，生徒が漫画

やゲーム世代に生きていることをとらえ，会話表現

についてはイラストや写真を多用して，わかりやす

い場面設定がなされている。ある意味では至れり尽

くせりの教科書が提供されている，と言っても過言

ではない。

しかし，ここで私たちが考えなければならないこ

とがある。それは，現代文明が追求してきた利便性

の問題である。確かに，現代の家庭には電化製品が

所狭しと並び，スイッチを押せば機械がほとんどの

仕事を成し遂げてくれる。私たちはその仕組みを考

えることもなく，無意識に使っている。使い勝手だ

けを考えていると，私たちは物事の表面を見ている

だけで，その中身を考えることがなくなってくる。

「どうしてだろう」，「なぜだろう」という疑問が消え

失せてしまうのである。

残念ながら，このことが教科書にも当てはまるよ

うになってきている。教員は便利な教科書に寄りか

かり，内容を吟味することなく提示してしまう。そ

こで，生徒に「なぜだろう」，「どうなっているのだ

ろう」という疑問を抱かせることを忘れかけている。

生徒の方も，現代文明にどっぷり浸かっているため，

改めて教科書の内容について考えることもなく，与

えられたものをそのまま受け入れるだけで，疑問を

抱いたり，その疑問から課題意識を持って，単語や
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英文，内容を調べていこうとする気持ちが失せてき

ている。

こうした時代背景を考えると，私たち英語科教員

が取り組むべき課題が明白になってくる。それは，

目の前にいる生徒の実態を的確に把握して，私たち

自身が教材を作成していくことである。戦後の先生

方は物資の不足する中で取り組まざるを得なかった

わけであるが，現代の私たちは「何を」教えるべき

かを考え，英語で物事を考え，英語で表現し，英語

でコミュニケーションを図ろうとする生徒を育成す

るための教材を開発していく必要がある。この考え

のもとには「教科書を」教えるのではなく，「教科書

で」教えるという理念があることは言うまでもない。

2.3 教育課程審議会の答申を踏まえる
平成10年７月の教育課程審議会の答申では，次の

方針に基づいて教育課程の基準を改訂することが提

言された。

① 豊かな人間性や社会性，国際社会に生きる日本

人としての自覚を育成すること

② 自ら学び，自ら考える力を育成すること

③ ゆとりのある教育活動を展開する中で，基礎・

基本の確実な定着を図り，個性を生かす教育を

充実すること

④ 各学校が創意工夫を生かし特色ある教育，特色

ある学校作りを進めること

４本の柱の中で，第一にある「国際社会に生きる

日本人としての自覚を育成すること」や第二の「自

ら学び，自ら考える力を育成する」ということは私

たちが教材開発をするときにまず考えなければならな

い視点である。また，「ゆとりある教育活動を展開す

る中で，基礎・基本の確実な定着を図り，個性を生

かす教育を充実する」ということも教材の中で具体

的に位置付けていかなければならない。これらのこと

はまさに時代の要請とも言える。そして，この答申

を受けて現在の学習指導要領が編成されたわけであ

り，その解説書の内容も確認しておく必要がある。

2.4 学習指導要領やその解説書の内容を踏
まえる

現行の中学校学習指導要領は「言語活動の取扱い」

の中で，言語の使用場面に触れて，あいさつ，自己

紹介，電話での応答，買い物，道案内，旅行，食事

などを例示し，言語の働きを「考えを深めたり，情

報を伝えたりするもの」，「相手の行動を促したり自

分の意志を示したりするもの」，「気持ちを伝えるも

の」の３つに分類して提示し，言語活動を展開する

際の指針を示している。

また，使用場面については，生徒の身近な暮らし

にかかわる場面，家庭での生活，学校での学習や活

動，地域の行事など，というように大まかな範囲を

指定している。

この中学校学習指導要領を受けた解説，外国語編

の第２節３のsでは教材選定の観点を次のように示

している。「教材は，英語での実践的コミュニケーシ

ョン能力を育成するため，実際の言語の使用場面や

言語の働きに十分配慮したものを取り上げるものと

する。その際，英語を使用している人々を中心とす

る世界の人々及び日本人の日常生活，風俗習慣，物

語，地理，歴史などに関するもののうちから生徒の

心身の発達段階及び興味・関心に即して適切な題材

を変化をもたせて取り上げるものとし，次の観点に

配慮する必要がある」と述べている。

この観点というのは，「多様なものの見方や考え方

を理解し，公正な判断力を養い，豊かな心情を育て

るのに役立つこと」，「世界や我が国の生活や文化に

ついての理解を深めるとともに，言語や文化に対す

る関心を高め，これらを尊重する態度を育てるのに

役立つこと」，「広い視野から国際理解を深め，国際

社会に生きる日本人としての自覚を高めるとともに，

国際協調の精神を養うのに役立つこと」とある。私

たちが日常使用している教科書は，この観点に基づ

いて編集され，学校に提供されている。そして，私

たち英語科教員は採択された教科書を用いて授業を

行っているわけである。

ここでも，私たちが考えなければならないことが

ある。それは私たちが常にこれら４つの観点を意識

して教材を作成しているかどうか，という点である。

与えられたものを，与えられたままに「教科書を」

教える方法では，「国際社会に生きる日本人」を育成

していくことは不可能である。そこには，常に現実

の社会を見つめ，生徒の実態に基づいて，どのよう

な生徒を育成するか，という明確な理念がなければ

ならない。

私たち，“15 Stories” 編集委員会はこの時代背景

を十分に理解し，現代の生徒が真に必要としている
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教材を開発することを計画し，現実に提供してきた。

この論文では研究と実践の成果を詳述し，各都道府

県においても生徒が必要としている教材を作成，提

供していけるように，計画から配布に至るまでのノ

ウハウなども含めて，持てる情報を提供し，科学と

しての英語教育の発展に貢献していく考えである。

3.1 研究目的
３回にわたる地域教材開発の取り組みは，埼玉県

という限定された範囲の中で，この地域に住む生徒

が実際に必要とする教材を開発して，中学校の現場

に提供することをめざしてきた。そして，このよう

な教材を提示することにより，生徒の英語学習に対

する意欲が高まり，課題解決のための自主的な活動

が展開され，ひいては英語で表現する力も高めるこ

とができればよいと願って取り組んできたわけであ

る。このことが４年間にわたる研究の中心的な目的

である。

また，この取り組みを正確に記述しながら，開発

した教材が生徒に与えた影響，生徒の意欲の変化，

生徒自身の動き，生徒による発展的な取り組みなど

についても詳述していくが，このことを通して全国

の英語教育関係者の方々に地域教材開発の意義を理

解していただき，この取り組みの輪を全国に広める

ことができればよいと考えている。このことは「目

の前の生徒が本当に必要とする教材とは何なのか」

についてもう一度考えるきっかけを作ることになる

と考えており，各都道府県において，各地域が誇り

とする歴史，人物，文化，伝統，芸能，自然などに

ついて独自の教材を開発する動きが始まることを願

うものである。また，各都道府県で作成した教材の

共有化が図られればさらに意義深いものとなる。

そして，最終的にねらいとすることは，各都道府

県の学校がこうした地域教材を使って，「教科書を」

教える教育ではなく，「教科書で」教える教育を展開

し，郷土に深く根ざし，郷土を誇りとして英語で発

表し，発信できる生徒を育成し，国際社会で活躍す

る人材を輩出していくことである。

4.1 研究仮説
この教材開発は３つの段階を経てきている。第一

段階は平成14年度に開発した “15 Stories of Iruma-

chiku” である。この段階で私たちは次のような３つ

の仮説を立てた。

① 地域教材を提示することにより，生徒の英語学

習に対する意欲が高まる。

② 身近な題材を扱った地域教材に触れることによ

り生徒は刺激され，課題解決のための自主的な

活動が展開される。

③ 豊かに表現された地域教材により，生徒の英語

で表現する力を高めることができる。

小学校の社会科では，地域の歴史や地理について

学ぶ児童はいても，中学校で英語の時間に地域に関

することを学んでいる生徒は少ないと思われる。こ

の原因はやはり適切な教材の不足であると言える。

実際に埼玉県でもこうした教材は皆無である。

ではだれがそれを作るかという問題になる。現実

にはだれもいない。その原因は一貫した理念，時間，

予算，スタッフの不足である。これらの条件を満た

すには個人的な取り組みでは限界がある。

私たち入間地区中学校英語教育研究会はこれまで

56年間にわたって，こつこつと先輩の先生方が地域

の英語教育の振興に貢献しながら，これらの条件を

満たすことにも取り組んできた。この流れの中から，

英語科教員が「あったらよい教育ができるのに」と

願う教材を作る下地も整っているのである。

それと，当地区にはリーダーが常に明確な理念を

示して組織を統率する伝統，土曜日，日曜日を使っ

て手弁当で研修する伝統，自分たちで休日に畑仕事

などをして得た収益を基金として研究活動を展開す

る伝統，地区内103校から優秀な教員を募り地区内

の研究活動を活発化させる伝統がある。

研究活動が長く続き，常に活発に展開されている

理由は，すべての活動が常に「生徒のために」とい

う理念に貫かれているためである。

この理念に基づいて，さまざまな研究活動を展開

する中で，今回の教材作成に関する仮説も「立てら

れた」というよりも「生まれてきた」ものである。

3 研究

4 研究方法
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生徒の意欲を高め，自主的活動を促し，表現力を

高めることは多年にわたり地域の英語教育の課題と

して取り組んできたことであり，その研究活動の集

大成となる教材作成の実践を通して，３つの仮説を

検証していくことになる。

4.2 被験者
入間地区内103校の中学校から１校を抽出し，飯

能市立美杉台中学校とした。実践研究であり，数値

による比較をねらいとしたリサーチではないので実

験群，統制群に分けることはしていない。また，“15

Stories of Iruma-chiku” という教材が主として選択

教科としての英語の授業における利用を想定してい

るため，被験者は平成15年度にこの選択教科として

の英語を希望した３年の男子２名，女子16名，合計

18名，及び平成16年度に希望した男子13名，女子４

名，合計17名である。

4.3 学校及び生徒の様子
飯能市は埼玉県の南西部に位置し，関東平野と秩

父山地が接する風光明媚な都市である。美杉台中学

校は平成13年４月に開校し，飯能市の南西部，名栗

川と成木川に挟まれた美杉台ニュータウンの中にあ

り，生徒数300名弱の学校である。

保護者や地域の人々の英語教育に関する興味，関

心は高く，開校当初から学校の基本理念に「郷土を

愛し，世界の中の日本人として，国際的視野に立っ

て社会に貢献できる人間の育成をめざす」を掲げて

いる。

生徒の中には，入学時点で約２割の海外経験のあ

る生徒がおり，基礎・基本の一層の充実の上に，い

かに発展的な学習活動を組み込んでいくかが英語科

の課題となっている。

4.4 教材の内容
“15 Stories of Iruma-chiku” は図１に示したよう

な CD-ROM で，入間地区内15市町村がそれぞれ誇

りとしている歴史，文化，伝統，芸能などを扱った

CD-ROM 教材である。生徒がコンピュータ室でイン

ターネットを利用して調べ学習や課題解決を図るこ

とを想定して埼玉県のホームページなどにリンクが

貼ってある。

▼図１：“15 Stories of Iruma-chiku” の表面

各セクションは４ページ構成で地区内に15市町村

あったため，合計は60ページになっている。各セク

ションの題材は次のような内容である。

１　川越市 蔵づくり

２　所沢市 航空発祥

３　飯能市 あけぼの子どもの森公園

４　狭山市 七夕

５　入間市 お茶

６　富士見市 水子貝塚

７　上福岡市 舟運

８　坂戸市 お釈迦様

９　鶴ヶ島市 雨乞い祭り

10 日高市 高麗神社

11 大井町 大井戸

12 三芳町 竹間沢車人形

13 毛呂山町 流鏑馬

14 越生町 梅林

15 名栗村 杉

15の話題は同じ形式で統一されており，セクショ

ン１からセクション４までの４ページ構成になって

いる。生徒が慣れ親しんでいる教科書の構成も参考

にして，各セクションの構成を次にようにした（各

セクションを拡大したものについては資料を参照の

こと）。

・セクション１…歴史，文化などを英文で紹介する

プレゼンテーション

被験者は飯能市の生徒なので，特に生徒に影響を

与えたと思われる飯能市のページ構成を図示した。

これは「あけぼの子どもの森公園」にある通称「ム
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ーミン谷」を紹介する内容で，写真を大きく配し，

生徒が強い興味，関心を示すように提示されている。

また，理解を助けるために，本文の下に難しい語彙

の注釈を付けてある。

・セクション２…入間地区を訪れた外国人と地域に

住む中学生との対話

郷土について話す力を高めるには，学習指導要領

にも示されているように，場面に応じた会話を提供

することが大切である。そこで，このセクション２

では，できるだけ実際に使える表現を盛り込んだ外

国人との対話を取り上げることにした。生徒はこれ

を読み，実際に郷土の誇りについて説明する場面の

シミュレーションを行うことができる。生徒の理解

を助けるために，ここにも語彙の注釈を付けること

にした。

・セクション３…TF や Q&A などによる内容理解度

のチェック（採点結果を自己採点すると，楽しい

評価が記載されている）

英語学習を進めていく上で，内容の理解度をチェ

ックすることは非常に大切なことである。しかも，

その評価を自分自身で行えるようにしておくことも

効果的な学習を進める上では重要なポイントとなる。

そこで，理解度のチェックには TF テストや多肢選

択を中心とした Q&A などを10問配置して，生徒の

手による自己評価が容易に行えるように工夫した。

また，その解答は次のページの下の方に表記し，自

己採点しやすくした。そして，自己評価の結果に応

じて，10問正解だと「すばらしい！これでもうムー

ミン達の仲間入り！」，７～９問だと「よくできまし

た」，４～６問だと「もう一息」，３問以下だと「残

念，ただちに公園へ直行せよ！」などの楽しいコメ

ントがあり，生徒の意欲を高めるための工夫も盛り

込んである。

・セクション４…いよいよ自己表現をするページ

（自分が住んでいる市町村の誇りとするものなど

を英語で表現する）

研究開発スタッフが最も苦心したのはこのページ

である。生徒がセクション１から３までを取り組む

間に高めてきた意欲を「発信し，発表する力」にま

で高めるには，生徒の立場を十分に考えた工夫が必

要である。生徒の表現力を高めるには，生徒自らが

地域に思いを馳せて記憶をたどったり，調べたり，

まとめたりしたくなるようなタスクが必要になる。

この，飯能市に関するセクション４では，「あけぼの

子どもの森公園」の地図をもとに，自分が理想とす

▼図３：セクション２の例▼図２：セクション１の例



る公園の絵を描き，「その公園の説明を５文程度の英

文で書いてみましょう」という課題が提示されてい

る。いきなり英文を書け，というのではなく生徒の

考えを導きながら，例文となる５文も添えて自己表

現を促しているのである。

また，このセクション４の下には，セクション３

の TF テストや Q&A の解答が記載されている。

4.5 美杉台中学校の年間指導計画
美杉台中学校の高橋常雄先生が選択教科としての

英語の年間指導計画の作成にあたり，その内容を

“15 Stories of Iruma-chiku” を中心としてくださっ

た。また，この教材を単年度の利用ではなく，平成

15年度と平成16年度にわたる２年間の利用として，

生徒の変容を見る体制を組んでくださった。

－平成15年度の年間指導計画－

＜１学期＞

① “15 Stories of Iruma-chiku” を使用した Reading

活動

・飯能市，川越市，日高市，名栗村，毛呂山町な

ど（印刷して使用）

② 生徒が持参したものの Reading 活動

・絵本，物語，映画の脚本，新聞，インターネッ

トから取ったものなど

＜２学期＞

① 地元飯能市についての紹介文作り…要約文作り

と英作文練習（教室）

＊主語の明確化　＊和英辞典の活用

＊ALT の協力

② グループ作りとテーマ決め（教室）

・能仁寺　・四里餅　・アトム　・西川材

・飯能焼き　・あけぼの森公園

③ 資料集めと要約文作り…飯能市のホームページ

など（教室）

＊郷土についての発見，再認識

④ 英文作り（教室） ＊英文作りの難しさ

⑤ タイピング…WORD 使用（コンピュータ室）

⑥ 画像検索と取り込み（コンピュータ室）

＊コンピュータ担当の協力

⑦ 録音，音声と英文の合体（コンピュータ室）

＊コンピュータ担当の協力

＜３学期＞

① 音声付き CD-ROM の完成，発表会

② CD-ROM の配布（飯能市内各中学校，USA 姉

妹都市ブレアの高校へ）
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平成15年度の１学期には Reading を中心とした週

1回の授業を行ったが，Slow Learner には興味が持

続しなかったのが実情である。しかし，埼玉県教育

委員会主催の英語集中研修に参加した高橋教諭がま

ず，地域教材の “15 Stories of Iruma-chiku” を参考

にしながら，「飯能市紹介の英文」を作成する取り組

みをさせたところ，生徒が前向きに取り組むように

なってきた。グループ編成をして，能仁寺，四里餅，

アトム，西川材，飯能焼き，あけぼの森公園の分担

に別れた頃からは，むしろ Slow Learner の方が活発

に取材や編集に乗り出したのである。そして，生徒

たちはデジカメを持って取材に出かけ，パンフレッ

トや歴史資料などを活用して，次のような作品を仕

上げたのである。

▼図６：生徒作品１「鉄腕アトム」

飯能市にある天覧山の麓の公園に友達広場がある。

そこに，この鉄腕アトムの像は立っている。鉄腕ア

トム紹介の英文を仕上げた生徒たちは自分たちがデ

ジカメで撮った写真を貼りつけた。さらに，著作権

について配慮し，アニメからの取り込みを避けて自

作のイラストを描き込んでいる。まさに手作りの作

品である。英語表現の質的高さ，量的充実，子供ら

しい発想など，どれをとっても完成度が非常に高い

作品である。

▼図７：生徒作品２「四里餅」

地元の有名な餅菓子屋「大里屋」さんのまんじゅ

う「四里餅」の紹介である。実際に生徒は取材，購

入し，そのいわれ，形，材料，味に至るまで，生徒

の視点で英文を完成させている。

英文完成後に，生徒たちの作品をインターネット

で世界に発信してよいか尋ねに行ったところ，社長

さんがたいそう喜んで四里餅を２箱くださったそう

である。生徒自らによる地域教材作りを通して，現

代社会で最も大切な人と人の交流がここに展開され

ることになったのである。

5.1 研究課題１
「地域教材を提示することにより，生徒の英語学習

に対する意欲が高まる」という仮説は，平成15年度

の取り組みの中で，意欲のなかった生徒がむしろ積

極的に取り組んだ，ということ，そして，選択教科

としての英語を選んだ全員が前向きに取材，編集，

まとめなどの活動に取り組んだことから判断して，

「学習意欲が高まる」という道筋が確実に証明され

た。

5 結果と分析



5.2 研究課題２
「身近な題材を扱った地域教材に触れることにより

生徒は刺激され，課題解決のための自主的な活動が

展開される」という仮説についても，生徒が主体的

に判断し，グループ活動を基本にして地域に出かけ，

デジカメを持って取材し，インターネットなども活

用して資料収集，整理など，ほとんどすべて生徒の

手で運営していた。このことから，「課題解決のため

の自主的な活動が展開される」という仮説はやはり

確実に実証された。

5.3 研究課題３
「豊かに表現された地域教材により，生徒の英語で

表現する力を高めることができる」という仮説は，

先の図６や図７で示した作品に表れているように，

辞書を利用したり，ALT に尋ねるなどしながら生徒

の発想に基づく英文が作成され，その英文の完成度

は非常に高く，確実に実証されている。

また，平成16年度の選択教科の取り組みにおいて

は，テーマが次のようになり，内容の広がりととも

に地域的な取材の範囲も広がり，さらに意欲的な取

り組みが展開されることとなった。

・飯能河原　・天覧山　・毘沙門天　・ハーブ苑

・鳥居観音　・美杉台の自然（動物など）

・美杉台中学校について　・飯能祭り

平成16年度の生徒は，先輩の作品を目にしている

ため，それらを凌ぐ作品作りに力を注いだものと思

われる。「天覧山」は「天覧」の語義の説明から始ま

り，地理的な説明，同名の酒の解説，お勧めの登り

方などで構成され，市町村で発行するパンフレット

や教科書のレベルにでき上がっているのである（図

８，資料５）。この「天覧山」に限らず，すべての作

品が非常に高い水準で仕上がっており，本格的な地

域紹介の英文作品群となっている。このように，分

量，内容の充実度，英文の精緻さなど，さまざまな

観点において，私たち研究開発スタッフも目を丸く

するほどに優れた作品群ができ上がっていった。こ

れはまさに「快挙」以外の何ものでもなかった。

このように，地域英語教材の果たした役割がいか

に大きなものであったかが証明された。しかしここ

には，学校における年間指導計画に基づいた綿密な

指導と学校をあげての組織的な協力があったことを

正確に記述しておかなければならない。特に，平成

16年度の取り組みを記録しておくことは極めて大切

である。

まず，年間指導計画作りに関しては，次の流れが

重要である。

① 前年度の CD-ROM の視聴

② グループ分けとテーマ決め

③ 資料集めと要約文作り

④ 英文作り

⑤ タイピング
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▼図８：生徒作品３「天覧山」

6 考察
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⑥ 画像検索と取り込み

⑦ 録音（一部）

さらに，選択教科が個に配慮した教育活動である

ことを踏まえた視点から，学校として授業の運営に

関して次のような計画的，組織的な展開がなされて

いた。

① 選択教科における「個に応じた指導」

・辞書の活用

・グループの活用…協力学習（能力差への対応）

・コンピュータの活用

・ALT の活用

・コンピュータの得意な職員の協力

② 選択教科における指導内容，指導方法の工夫・

改善

・発展学習の試み

・Reading から Production への転換→生徒主体

の意欲的な活動へ

・「自分たちの作品を作る喜び」の実感へ

・コンピュータの活用→資料集め，英文タイプ，

画像貼り付け＋音声録音

・画像などの著作権の考慮

・発信活動→発表会，CD-ROM 作成，配布へ

（生徒，市内中学校へ），飯能市の姉妹都市の高

校へも送る。ホームページ掲載

③ 国際理解教育…郷土に根ざした国際感覚の育成

・自分の足下を知り，説明できる。

・“15 Stories of Iruma-chiku” の活用

・郷土の歴史や文化についての発見，再認識

・郷土について英語で説明する方法

・郷土について，外国人としての視点を持つ ALT

に学ぶ

というように，美杉台中学校では，学校の中での選

択教科の位置付けが明確であること，国際理解教育

の視点にも基づいてそれぞれの教科を大切にしてい

ること，学校全体で組織的な教育を行っていたので

ある。このことが果たした役割は非常に大きかった

ものと思われる。言ってみれば，“15 Stories of

Iruma-chiku” の歯車と学校の歯車が噛み合わさって

回転した。そのことの成果が今回の作品群となって

表れたものと言える。

今回の２年間にわたる取り組みを振り返って高橋

常雄先生が述べておられる言葉がこの教材の意義を

伝えてくださっている。

“15 Stories of Iruma-chiku” の作品にかかわ

った経験が，それを利用した取り組みを展開す

る中で，Reading から Production（作品作り）

への移行を可能にしてくれました。そして，自

分たちで郷土について英語で紹介する作品を作

ることができたという自信，その作成過程での

「創る喜び」を生徒たちにプレゼントすることが

できたことが一番の成果です。周囲の協力もあ

り，音声付きの CD-ROM まで作成でき，ホー

ムページ化も含めて，発展的な活動になれる可

能性があることがわかりました。

この言葉からもわかるように，生徒の自信が英語

科教員の自信や確信につながっていったのである。

6.1 考察を生かした取り組み１
地域教材が生徒や教員に与える影響の大きさを実

証したことを受け，平成16年度には取材範囲を埼玉

県全体に広げ，埼玉県内の英語科教員が中心となっ

て，“15 Stories of  Saitama-ken”（埼玉県の15の物

語）を作成した。その内容は次のとおりである。

１　さいたま市 宇宙飛行士　若田光一

２　草加市 草加せんべい

３　北本市 石戸蒲桜

４　小川町 和紙

５　秩父市 秩父夜祭

６　長瀞町 岩畳

７　児玉町 塙保己一

８　深谷市 渋沢栄一

９　妻沼町 荻野吟子

10 川本町 畠山重忠

11 行田市 さきたま古墳

12 加須市 鯉のぼり

13 岩槻市 雛人形

14 庄和町 百畳敷の庄和の大凧

15 吉川市 なまず

この企画を練る段階では，埼玉新聞社が平成12年

６月に発行した「県民投票で選ばれた…21世紀に残

したい 埼玉ふるさと自慢100選」が貴重な資料とな

った。この本の中には彩り豊かな「彩の国」を象徴
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する名所，人物，祭りなど100の内容が写真入りで網

羅されており，原案を作成する段階で非常に役立っ

た。

第１回の企画会議では，原案をもとにしてスタッ

フ16名の考えも生かしながら，内容の検討を行った。

編集の方針としては，郷土の歴史，文化などを誇り

として生徒が自ら学習に取り組み，発表し，発信す

る力を高める教材作りを心がけることにした。そこ

で，CD-ROM の表面にも制作者の願いや意図が盛り

込まれるように写真を配列した。

▼図９：“15 Stories of Saitama-ken” の表面

この表面には，岩槻の雛人形とさきたま古墳が下に

配列され，秩父夜祭が中央に，そして塙保己一，渋

沢栄一，荻野吟子の３人の偉人が掲げられている。

これらの写真には「中学生の皆さんは，３人の偉人

と同じ豊かな自然の中で生まれ，伝統の行事を経験

しながら育ったわけですから，郷土の祭りを愛し，

先人を誇りとしてしっかり勉強すれば，先達と同じ

ように日本や世界に貢献できる人になれますよ」と

いうメッセージが込められている。これが，この地

域教材開発の理念である。

分担を決めた後は，各スタッフが５月から夏休み

にかけて現地や関連の資料館などに出かけて取材を

行った。そして，夏休みの最終日曜日に第２回の編

集会議を開いて，取材のまとめと原案の発表を行っ

た。そして，９月から本格的に教材の執筆を開始し，

毎月１回のペースで編集会議を開催し，でき上がっ

た原稿についてチーム分けをして，読み合わせをし

た。このように数度にわたる校正を重ね，各自が持

ち帰った原稿はそれぞれの学校で ALT によるネイテ

ィブチェック受けた。そして，１月には持ち寄った

原稿を１枚の CD-ROM に編集して，所沢市立安松

中学校のコンピュータ室で県内423校分の CD-ROM

作成を行った。そして，３月中に代表が各教育事務

所を回って，市町村別に仕分けした CD-ROM を文

書箱に入れさせていただいて，県内の各中学校に配

布したのである。

6.2 考察を生かした取り組み２
この “15 Stories of Saitama-ken” については平成

16年７月５日発行の『STEP 英語情報』７・８月号

（日本英語検定協会）に岩槻の雛人形を扱った４ペー

ジも具体例として掲載した上で，全国的に PR して

いただいた。

平成17年度には，前回のスタッフも残しながら，

新たに数名のスタッフを迎え，やはり合計16名によ

って，“15 Stories of Saitama-ken” Ver.2 の作成を

開始した。取り上げたテーマは，埼玉の自然，芸能，

歴史上の人物，産業，文学，美術，スポーツなど多

岐にわたっており，前回の “15 Stories of Saitama-

ken” よりも幅の広い内容になっている。特に，スポ

ーツについては，地元埼玉に球場があるサッカーや

野球についても取り上げ，スポーツ好きの生徒の興

味，関心を高めるように工夫してある。さらに，文

学，美術などの分野もテーマとして取り上げてあり，

芸術志向の強い生徒も満足できるようにしてある。

このように，前回の作品と比較して，まず内容面で

一層の工夫がなされており，生徒が今まで以上に意

欲的に取り組める教材に改善した。具体的な項目を

挙げると，下記のとおりである。

１　さいたま市 サッカー

２　所沢市 野球

３　熊谷市 熊谷直実

４　越生町 太田道灌

５　上里町 西崎きく

６　羽生市 田山花袋

７　東松山市 丸木美術館

８　川口市 鋳物

９　安行 植木

10 春日部市 桐たんす

11 越谷市 武州だるま

12 菖蒲町 あやめ

13 寄居町 玉淀

14 秩父市 武甲山

15 白岡町 梨
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今回の CD-ROM 表面の写真も，教材開発の理念

に基づいて構成されており，生徒が生まれ育った埼

玉を愛し，郷土について発信し，発表する力を高め

ながら，国際社会で活躍する人材に育っていくこと

を願って作られている。

▼図10：“15 Stories of Saitama-ken” Ver.2の表面

この Ver.2 では，“15 Stories of Iruma-chiku” を

読んだ飯能市立美杉台中学校の３年生が ALT に頼ん

で CD-ROM に音声入力したことに触発され，研究

開発スタッフの面子にかけて，これに負けないよう

に音声入力は必須との考えでスタートした。幸い，

所沢市立教育センター指導主事の北田耕一先生のご

協力により，ALT の David Watkins さんと Donna

Sewell さんのお二人が全編のセクション１とセクシ

ョン２を録音してくださった。お二人の発音は非常

に聞き取りやすく，これにより生徒が音声で内容の

把握をすることもできるようになり，教材としての

利用方法を広げることに成功し，利用価値を一段と

向上させることができた。

取材方法は “15 Stories of Iruma-chiku” を作成し

た時から採用している現場主義を貫いた。つまり，

取材先の現地に赴き，関係者の方々から体験話など

を伺う中で，教材作りのもとを手に入れる方法であ

る。このことは，スタッフの後日談にもその大切さ

が語られている。

また，でき上がった CD-ROM の利用を促すため

に，教材とともにプリントアウトしたものを埼玉県

教育委員会義務教育指導課の先生にもお渡しして，

研修会などで紹介していただくようにお願いしてい

る。

さらに，教材完成後には読売新聞の埼玉版や埼玉

新聞などの新聞が内容紹介の記事を掲載し，全県に

PR してくださった。今回の Ver.2の場合は，読売新

聞の記事を読んだ地元埼玉の FM 放送局，NACK5

が内容紹介の放送を流してくださった。

このように，教材の完成度と生徒の取り組みを評

価してくださる方々が積極的に教材の利用を呼びか

けてくださっている。

6.3 “15 Stories of Saitama-ken”
Ver.2 を使った実践報告（記述）

a 対象生徒：所沢市立東中学校，選択英語を受講

した生徒25名

s 教材内容：サッカー（The history of soccer in

Saitama）

d 授業の流れ：

① セクション２（対話文）を黙読する。

② セクション３（Let’s Check!）の TF に答える。

③ セクション１（本文）を黙読する。

④ セクション３の Q&A に答える。

⑤ 課題終了者はセクション４（Now it’s your

turn!）に取り組む。

f 生徒の様子：教材の趣旨説明をした後，正味40

分間で教材に取り組ませ，そのうち TF や Q&A

の時間は10分で，全員の生徒が解答を終えた。

その後，答え合わせをして感想を記入させた。

g 生徒の感想

＜テーマについて＞

・題材がサッカーのワールドカップについてで，興

味があるので読んでいて楽しかった。

・埼玉のサッカーの歴史なんてほとんど知らなかっ

た。問題を解きながらサッカーの歴史を学べて楽

しかった。

・字が多く感じたが，読んでみると思ったよりも内

容がわかった。サッカーが王様に反対されていた

なんて，驚きました。

・話の内容により，読む気がする。

＜このような教材について＞

・長文を読む練習になってよいと思う。

・教科書以外にいろいろと読めて楽しい。

・写真が入っていて，英文だけよりもいいと思った。
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今後各都道府県においてこのような教材開発の取

り組みが行われることを期待してこの論を展開して

きたが，この実現のためには，教材作成の舞台裏も

記述しておくことが大切と考える。そこで，スタッ

フに対して，教材完成後にアンケート調査を行い，

「教材作りに取り組んだ感想」と「今後作成する人た

ちへのアドバイス」をまとめておいた。それらは，

次のようなものである。

＜地域教材作りに取り組んだ感想＞

・身近な地域のことに関して，自分自身の足を使っ

て調べていくことは，とても興味深く，かつ楽し

い作業でした。最初に取り組んだのは自分の住ん

でいる地域でしたが，案外知らないことも多く，

地名の由来なども知ることができました。博物館

の館長さんにお話を伺ったり，役場の方に快く資

料をいただいたりすることもでき，人との交流も

楽しめました。足を運んで実物を見る，話を聞く，

（お土産を買う）などの楽しみがあったからこそ，

忙しい日常の中で取り組んでこられたのだと思い

ます。

実際に取り組むまでは「大変かも」という思い

がありましたが，始めてみると興味もわいてくる

し，なにより現地調査をしてみることでどんどん

書き進めることができました。

・自分の住んでいる県のことでも，知らない地域や

産業，文化が多いことに気づかされた。担当地域

のことを調べたり，他の先生の取材報告を聞いて，

自分自身も地域のことを勉強できた。大人の「総

合的な学習」のような気持ちである。何よりも，

自分の生徒に教師の手作りの教材を提供できると

いうことはうれしい。生徒の反応や感想に耳を傾

け，さらに上質の教材提供ができれば，と考える。

・なかなかよいアイデアが出てこなくて苦しみまし

た。取材に行ったり，先生方からアドバイスをい

ただき，少しずつ形ができてくると楽しくなって

きました。完成を目の前にして選択授業で生徒に

やってもらい，ALT も協力してくれました。Now

it’s your turn! で生徒が作ってくれた作品はとても

楽しいものが多く，イラスト入りでほほえましか

ったです。このプロジェクトに参加できてよかっ

たと思います。

・改めて生徒の側に立った教材の見直しをすること

ができ，大変学習になりました。

・どうすればよいものになるのか悩んだときには，

先輩の先生方からのアドバイスをいただくことが

できたので非常に心強かったです。自己表現活動

を作る際にも生徒が書きたくなる題材を試行錯誤

しながら考えました。この教材作成に取り組んだ

おかげで他の教材を見る「視点」を鍛えることが

できたのではと思っています。

・休日返上で編集会議を開いたが，決して苦痛では

なかった。それよりも，他市の先生方と英語をは

じめとするいろいろな情報交換をする機会となり，

有意義な時間を持つことができた。

＜今後地域教材を作成する人たちへのアドバイス＞

・やはり現地に足を運び，実際にそれについて触れ

ることが一番大事かと思います。

・生徒と一緒に作成する気持ちでいると楽しくでき

ると思います。目の前にいる生徒のために使える

ようなものを想定してみるとアイデアが出てくる

のではないでしょうか。

・生徒が読んで「面白い」，「なるほど」，「勉強にな

った」と思う作品をめざすことです。CD-ROM 化

は重労働ですが，これからは必要でしょう。

・いろいろな人の目を通して完成させた方がよりよ

いものができるので，最低でも２～３回は他の人

に読んでもらった方がよいと思います。

・編集会議の時に自分の分担が思うように進んでい

ないということもある。そんな時に，引け目を感

じて参加を遠慮する，というのではなく，思い切

ってどこを悩んでいるか，仲間に相談することが

大切である。煮詰まっていたが，メンバーのアイ

デアでそれが解消できたという場面が多々あった。

また，自分の教材を他の観点から見てもらうこと

で，いろいろな助言をもらい教材が優れたものに

なるのである。

・Now it’s your turn! には，それぞれ個性的な課題

が集まっていて，先生方のアイデアの豊かさに感

心していますが，次回作成に当たる方たちがさら

に個性的な課題を練り出してくれたらさらに面白

いなと思っています。

・協力してくださった団体には，でき上がったもの

をお礼としてぜひ贈りたいですね。
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私たち教員は何か新しいことに取り組もうとする

とき，「予算がない」，「スタッフが足りない」という

不平や不満を言うことがある。そして，「こういう教

材があったらいいな」と思いながらだれも作らない

ということもある。こうした場合に，取り組まない

理由を丹念に掘り下げていくと，ほとんどすべての

場合，次のような結論にたどり着く。それは，生徒

のためになんとかしようという理念が不足している，

という悲しむべき事実である。

この地域教材開発プロジェクトは，生徒のために

研究活動を積み重ねてきた入間地区中学校英語教育

研究会の伝統を生かしながら，その基本理念を前面

に掲げ，予算を確保し，スタッフを募り，意欲ある

英語科教員の自主的な活動によって完遂されたもの

である。この論文で，取材の仕方から校正，CD-

ROM 化，音声入力，生徒の主体的取り組み，教員

のアドバイスなどについて，多角的に論じてきた。

ここに記述されたことがきっかけとなり，各都道府

県でその地に住む生徒のために，新たな地域教材が

開発され，真に国際社会で活躍する生徒が育成され

ていくことを心から願うものである。
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資料１：セクション１の例
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資料２：セクション２の例
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資料３：セクション３の例



資料４：セクション４の例
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資料５：生徒作品３「天覧山」
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